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富山県における穂いもち病の航空防除について

沢崎彬

（富山県農業試験場）

昭和38年7月18～24日，下新ju郡朝日町で1664.8haのら約1カ月後の8月19日大家庄で15カ所（うち2カ所防
穂いもち病防除を目的にヘリコプタに上る有機水銀剤の除もれ)，窪田で9カ所合計24カ所，対照地上散布とし
空中散布が実施された。いもち病の航空防除についてはて，朝日町とほぼ同様の品種作付け割合である入善町椚
幾多の試験段階を経て既に実用化されているが，本県で山地区で'0カ所選び，各力所ごとに'00株について穂い
は今回が初めてであり，この機会に航空防除の実際につもち病の発病調査を行なった。穂数は10株について調べ
いて検討を加え，今後の防除計画の参考資料としたいと100株当りに換算した。
考えたのと，また昭和38年のようないもち病多発年には

Ⅲ調査結果並びに考察
空中散布の効果がどのように現われるかという興味もあ

って，このたび本航空防除の実態調査を実施した。薬剤落下状況調査地点において片側吐粉飛行が’
本報文は富山県農試並びに富山県病害虫研究会が中心回あったが，飛行間隔が約14mで通例よりややせまかっ

となって調査した結果を筆者が取りまとめたものがあるたせいか割合均一な散布であった。或いはまた飛行が

が，本文に入るに先立ち調査に終始懇切に協力下された0.5～1.2m/Secの横風という好条件に恵まれたことも幸

県農産課，朝日農改，入善農改，下新川郡技術者協議いしたかも知れない。調査結果は第1表に示めされる通
会，富山県販購連，北興化学工業KK並びにイハラ農薬りである。面白いことは，この結果からみると飛行方向
K Kに深く謝意を表する。に直角の測定線上の数値が，必ずしもその飛行方向の数

値を代表するものでないということである。

I散布地点の概略と散布方法航空防除がいもち病菌の胞子飛散に及ぼす影響航

散布地点の朝日町は富山県の東端にあり，東は新潟県空防除が行なわれた窪田の調査地点における胞子飛散状
に接し，北は日本海に面する。水稲の作付けは早生稲が況と障害物のため無防除となった大家庄の調査地点のそ
6～7割を占め隣の入善町と共に富山県屈指の早場米地れとの間には第1図に現わされる如く明らかに差が認め
帯である。

使用薬剤はフミロン粉剤(PMI0.4%,Hgとして， 第1表H式落下盆調査板による粉剤落下量

0.2％）でha当り25kg散布した。散布時期は早生稲の出
調定職位睡｜飛行方向に直角｜飛行方向(直下）

穂はじめ前後に当り，ベル47G2Aとベル47G2計2機
H板指散5675678910

が使用された。
同顔匪11弱312認491001

平均並びに潔単但整6．2士0.5516.7*0．70
志…一二一も一日一

Ⅱ調査方法

調査は薬剤の落下状況，いもち病菌胞子の飛散状況，

穂いもちの発生状況について，下記要領で実施した。

薬剤落下量調査7月20日早朝，朝日町窪田地内で

空中散布開始前にH式落下趾調査板を1m間隔で縦横に
それぞれ100mにわたって並べ，散布後各板ごとに落下
鐘指数を調査した。また散布時における風向，風速も記
録した。

いもち病菌分生胞子空中飛散状況調査朝日町大家
庄，窪田の両地内でグリセリン膠を塗ったスライドガラ
スをそれぞれ1枚地上30cmの高さに設置し，航空防除
の行なわれる10日ほど前から防除後約1カ月にわたって
毎日の胞子飛散状況を調査した。このうち大家庄の胞子
採集地点は障害物があって無防除となった。

穂いもち病発生状況調査航空防除が行なわれてか
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第2表航空防除と地上防除との穂いもち病防

除効果

a早生稲

られた°即ち防除の前は両地点とも多かれ少なかれ或程

座，胞子飛散が観測されていたが，防除後は窪田の調査

地点では約10日間胞子飛散がほとんど認められなくなっ

たのに反し，無防除となった大家庄の地点ではむしろ胞

子飛散が増える傾向をみせた。

航空防除が穂いもち病の発生に及ぼす影響穂いも

ちｿI:iの防除効果について，慣行地上防除と比較したのが

第2表である。早堆稲についてみると航空防除1回のみ

で地上散布2回に匹敵する効果が認められるようであっ

た。中生稲の場合，調査数が少ないので厳密な比較は困

難であるが，早生稲の防除時期に一緒に航空防除された

中生稲は，出穂面伽の散布を省いて穂揃い期に地上散布

を11n1実施することにより，昭和38年のようないもち病

の多発年でも十分効果をあげたようであった。

伽この調査ではぽ場を無作為に選んで後で品種を調べ

たのであるが，予め調査対象品種を決めておいて適当な

数を調査した方が比較検討しやすかったと思われる。
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1）本報文は昭和38年富山県で初めて実施された有機
水銀剤の空中散布による穂いもち病防除について調査さ
れたものを筆者がとりまとめたものである。
2）空中散布は早生稲の作付が6～7割を占める下新

川郡朝日町の水田1664.8haを対象に7月18日から24日
まで実施された。

3）調査は富山農試並びに富山県病害虫研究会が中心
となって7月11日から8月27日まで行なった。
4）空中散布の結果はいもち病の多発年にもかかわら

ず穂いもちの発生を良くおさえ，特に早生稲では空中
散布1回で佃行地上散布2回に匹敵する効果がみられ
た。中生稲でも航空防除に加えて穂揃い期に地上散布を
1回行なうことにより，穂いもち病の発生をよく防いだ
ようであった。

5）胞子飛散は航空防除で約10日間抑えられたとみら
れる。

6）本調査の結果では航空防除は地上防除に優る効果
をあげたと考えられる。
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〔対照〕地上散布2回（種ばら率期，趣揃期）
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〔対照〕地上倣布2回（趣ばら象期，秘描期）
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